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MMANAアンテナ設計プログラム

アンテナ設計手順

1. アンテナデータ入力
座標データの決定

電源の条件の設定

2. アンテナ構造の確認

分割数の決定

3. アンテナ特性の計算

インピーダンスの周波数特性

VSWR、利得
指向特性
電流分布

5. 相似の理論とモデルアンテナ

4. 接地板付きアンテナとイメージ法



MMANAの画面

1. アンテナデータ入力

座標データの決定

電源の条件の設定
分割数の決定

2. アンテナ構造の確認

電流分布

3. アンテナ特性の計算

インピーダンスの周波数特性

VSWR、利得

指向特性



アンテナは 直線導線を

組み合わせて作る。

1本の線を折り曲げて作る

3素子のアンテナ

3素子のアンテナ

No.1

No.2

No.3

給電点

60°

No.1 No.3

No.2

導線に流れる電流の方向

信号源

番号順

No.1 No.2 No.3

I

終点

始点

始点

始点

終点

終点

接続
No.1、終点

No.2、始点

No.2、終点

No.3、始点

1. アンテナデータ入力 座標データの決定

No.1、終点の座標 No.2、始点の座標=
No. 2、終点の座標 No.3、始点の座標=



始点 終点

0.0 0.0 0.0 0.0 -1.0 1.7321
2 0.0 -1.0 1.732 0.0 1.0 1.732
3 0.0 1.0 1.732 0.0 0.0 0.0

Enter キーで終了各データの入力注

50.00delta loop

周波数アンテナの名前

No.1
始点 終点

(0.0,0.0,0.0) (0.0,-1.0,1.73)

No.2 (0.0,-1.0,1.73) (0.0,1.0,1.73)

(0.0,0.0,0.0)

(x1,y1,z1) (x2,y2,z2)座標のデータ

No.3 (0.0,1.0,1.73)

接続

接続

アンテナ定義の画面

始点

終点

No.1、終点の座標

No.2、始点の座標

接続



テーパリング

Number of Segment

テーパリング 過去の遺物

分割数の決定

電流分布

電圧

n=12

n=24
n: 分割数

折れ線近似電流の曲線

n → 大
計算時間→ 大

n=24

精度→高い

分割数
素子半径

MMANAのアンテナ定義の画面
現在: No Problem

計算時間の短縮 50～n: 100

n=18



信号源条件の記号: 

No.1

I

始点

終点

No.2

始点終点

V=1.0

+ -

信号源 v

v :電圧

pulse

アンテナ定義の画面

w1c

w1b
w2e

信号源条件の設定

w n X
x: 信号源の位置

n: 素子番号

信号源の位置

b :
e :
c :

始点
終点
中央

x

1.00.0w1b

ダイポールアンテナ

1素子アンテナ

w1c

WnX を入れる

(電源)

中央に給電

No.1

No.2始点

終点

始点

終点

素子が接続

w1b w2e又は
+ -

例



y

z

2. アンテナ構造(形状)

z

x

y

確認

電流分布 後で説明

アンテナの形を確認する

適当に調整する

No.1

No.2

No.3

(0.0,0.0,0.0)

選択



3. アンテナ特性の計算

アンテナ本体の特性

1.接地板付きアンテナ(モノポール)
2.パターンの地上高の影響の変化

海岸、砂地などの影響を確認

このタグを選択

f: 周波数f0f1 f2

単一周波数の特性の計算
特性の計算

周波数特性

幅

周波数範囲

計算

の特性の計算幅( )



アンテナデータ、電源条件、アンテナの形状に問題がない

計算結果

単一周波数の計算

「計算」

周波数を入力

周波数特性の計算

計算



周波数特性 周波数範囲の特性

60.0040.00

周波数幅 =最高周波数 -最低周波数
例 60MHz -40MHz20MHz=

単位に注意

20000KHz

最低周波数

最高周波数

中心周波数

幅を入力後、詳細をクリック

f0f1 f2

幅

f2 -f1

周波数



インピーダンスの周波数特性の計算結果

抵抗、R

リアクタンス、x

抵抗

リアクタンス

周波数、MHz

共振周波数

選択

グラフ

X=0

約56MHz
計算点

周波数間隔 変更



プロパティを選択

インピーダンスの表示に戻る

インピーダンスの再計算する

クリック
する

計算する周波数間隔を
狭くする



このタグを選択 Z0: 特性インピーダンス

VSWR特性

SWRの目盛り 表示をクリック

変更

変更

一旦閉じるを押す



Z0: 特性インピーダンスの変更

Rの値を変える

OK

ボタンを押して、
もとの画面に戻る

選択

選択



プロパティを選択

SWRの表示に戻る

SWRの表示の最大値

を選択

クリック
する

SWRの目盛りの変更



利得(GAIN)とFB比特性

GAIN

FB比

GAIN FB比このタグを選択



xy

z

x

y

x

z θ

φ

垂直面内パターン

水平面内パターン

アンテナの配置と指向性図

φ

θ

水平面内

垂直面内



指向特性

各周波数に対するパターンが表示される

クリックしてパターンを選択する

パターンを選択



アンテナ形状のタグを選択電流分布

チェックを外すと電流分布は消える

電流の振幅を変える

回転、視点、縮尺を変えて、図面を見る

アンテナの形と電流分布



I

I

s

s
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v=1.0

デルタループの例

A B

電流分布

I

I

I
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λ 1波長

A
B

アンテナ形状
電流分布の図
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z
4. 接地板付きアンテナとイメージ法

L

2a
正方形ループL

L/2
地板

接地板の利用

素子数の削減

接地板付きアンテナ

イメージアンテナ

座標入力の省力
計
算

計算時間の短縮



計算

計算条件 完全導体グランド

地板

MMANAの計算

地上高 0.0[m]

電源条件

W1b

Z1=0
No.1のz座標

→

→

接地板付きアンテナ

z

x

y
+

-

No.1

始点 z=0

No.1 (0.0,0.0,0.0)

(x1,y1,z1)

計算の画面
座標入力画面



400 450 500 550 600

500MHz

0

100

-100

-200

L

2a

a=1mm
L=0.15m
λ=0.6m
f=500MHz

正方形ループ

MHz

R

X
[Ω]

MMANA

福大

5. 他のプログムとのデータ比較

MMANA 福大の計算



アンテナの相似の理論

2
L λ
=

'
'

a a
L L
=

L
2a

2a’

λ=

λ’=
L’ ''

2
L λ
=

共振周波数 アンテナの長さ

2つのアンテナ: 同じ特性

30cmL:

L’: 3cm

50MHzf:

c
f

'
c
f

500MHzf’:

導線の半径

a=5mm

a=0.5mm
同じ特性

解析 実物アンテナ製作 HFアンテナ 大丈夫?
モデルアンテナによる実験 実物アンテナ

小型のモデルアンテナ

相似



R

X
a=1mm
a=10mm
a=20mm

-400

200
100
0

-100
-200
-300

20 25 30 35 40MHz[Ω]

31.7M 32.7M 33.4M

a

L=2.5m

f=30MHz
λ=10m

: パラメータ

線径 の違い

共振周波数のずれ

線径の問題

共振周波数:

抵抗値は変化しない


